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平成 29 年度第３回浦安市介護保険運営協議会議事録 

 

１．開催日時   平成２９ 年１１月１４日（火） 午後１ 時１５ 分～午後３時 

 

２．開催場所   浦安市役所 ４階 Ｓ３・４会議室 

 

３．出席者 

（委 員）工藤委員(会長)、高木委員（副会長）、中澤委員、岡崎委員、井村委員、大塚委

員、佐山委員、安達委員、森下委員、大野委員、高橋委員、川田委員、原口委

員、グスタフ委員 

 

（事務局）大塚健康福祉部長、岩波健康福祉部次長、川嶋介護保険課長、河野高齢者福祉課

長、小川猫実地域包括支援センター所長 介護保険課：須賀課長補佐、加納保険

料係長、山田主任主事、勢川主任主事 高齢者福祉課：磯貝課長補佐、森本主査、

大師堂主任精神保健福祉士 健康増進課：齊川成人保健係長 猫実地域包括支援

センター：杉町主査 富永新浦安地域包括支援センター所長、藤川高洲地域包括

支援センター所長、河野富岡地域包括支援センター所長、 

 

４．進行 

1．会長あいさつ 

2．議 題 

（１）高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業計画の素案について 

（２）その他 

    ① 第１号介護予防支援事業及び指定介護予防支援事業委託について 

3．閉 会 

 

５．会議経過 

 

委 員：  協議体の大きな役割としては、地域の実情やニーズを掘り起こし、ネットワ 

ークづくりを行うということと考えております。また、協議体が圏域内のサー

ビスの創出の担い手を育成するということと、居場所づくりについても役割も

担っているのではないかと思っていますが、素案では、協議体のこの役割につ

いて記載されておりません。協議体の役割について伺いたい。 

 

事務局： 協議体については、生活支援コーディネーターのバックアップする役割、サー

ビスの創出や担い手の育成をバックアップするという役割、地域の実情やニーズ

を掘り起こし、ネットワークづくりを行うという役割を兼ねております。計画の

協議体の役割の中にこれを追加することについて再検討いたします。 
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委 員：  自分らしく豊かに生活を送るために活動するボランティアや、ボランティア 

連絡協議会の中でさまざまなボランティアが、行政を支えていたり、地域の 

中で大きい役割を担っていくと思います。 

       計画の中では、ボランティア活動の位置付けをどのように考えていますか。 

高齢になっても自分らしく生活ができることがイコール地域の役割を担ってい

くということに連動して記載されているのか、あるいは、これからその役割が

ますます大きくなるということも併せて記載していくことが良いのか、そのあ

たりはどのようにお考えかお伺いしたいと思います。 

 

事務局： ボランティアは、地域包括ケアを支える担い手一員としての位置付けと、ご自

身の豊かな生活のために活動、いろいろなボランティアだけではなく、市民活動

に参加していただくという位置付の二つがあると記載しております。   

庁内の計画策定委員会においては、ボランティアや市民活動の担い手が少し高

齢化してきていることで、継続可能な仕組みも作ることが必要ではないかという

ような議論や課題も挙げられています。これまではボランティアセンターや市民

活動センターにお任せして、取り組んでくださいというような姿勢が否めなかっ

たのですが、７期については高齢者が支え手としても、生き生きと暮らすために

も、というその二つの視点から、どのように皆さんに参加していただくか、地域

に参加していただくかということを考えていきたいということで、二つの部門に

分かれて記載をさせていただいています。 

 

委 員： 市がボランティアのバックアップをすることについて具体的にどのようなこ 

とをイメージしているのかをお聞きしたいと思います。 

 

事務局： ボランティアを団体活動だけではなく、定年退職した後に時間ができた方が１

人でも参加できるような仕組みづくりを考えています。例えば６５歳の定年にな

って、明日からすぐにボランティアや市民活動をするということはなかなか難し

いと思いますので、４０代後半から５０代の方に、ボランティア意識の醸成につ

いて、働き掛けを行っていきたいと考えております。 

 

 

委 員： 施策2-（３）-4で老人福祉センターの充実があります。１日約６００人が利用

しているということで、現在の老人福祉センター１施設だけでは、満杯状態では

ないかといつも思っております。今後増やす予定はあるのでしょうか。 

 

事務局： 今回の計画期間の３０年から３２年の間に、利用料や、対象の年齢等も含めて、
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新たに増設するのかを検討していきたいと考えております。 

 

委 員： 日の出地区の高圧線の斜め下に、空き地があります。そこに、グランドゴルフ

等の高齢者用の施設を作っていただけないでしょうか。 

 

事務局： 土地の借用や、高圧線の影響等について、調査をさせていただきたいと思いま

す。 

 

６．問合せ先 

健康福祉部 介護保険課保険料係 担当 加納・勢川 

電話 047-712-6403 

 


